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28日（月）まで
※税等の納付は金融機関で30日（火）まで

14日（月）から

H
野
市
消
防
団
で
は
、
火
災
が
発
生

迎
え
く
だ
さ
い
。

し

や
す
い
歳
末
に
、
特
別
警
戒
を
実
施
▽
日
時

1
11
2月
2
9日
因

•
3
0日
困午
後

し
ま
す
。

7
時
ー
午
前
0
時
※
広
報
時
間
は
午
後

皆
さ
ん
の
地
元
の
消
防
団
員
が
消
防

7
時
30
分
ー

10
時

車
両
で
巡
回
し、

広
報
し
ま
す
の
で
火

▽
問
合
せ
先
11
防
災
課

●
郵
便
局
の
年
末
年
始
の
窓
口
業
務

郵
便
局
の
年
末
年
始
の
業
務
日
程
は

だ

さ

し

ご

協

力
お
願
い
し
ま
す
。

別
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

年

賀

状

▽

問

合

せ
先
11
日
野
郵
便
局

(6
582
.

は
12
月
24
日
困
ご
ろ
ま
で
に
お
出
し
く

o
o
o
l
)

扱

扱

一

取

扱

＿

取

取
~

一
時
時

一
前
後

一
午
午時

時

時一

後

い
吟
鐸

時

時

一

時

前

ー
前

前

午

―
午

＇
＇
午

12月

29日（火） 30日（水） 31日（木）

1月

1日（祝） 2日（土） 3日（日）

午前9時～午後7時
取り扱い

ません

午前9時～

午後0時3051

●
市
役
所
は

年
末
が

28
日
⑤
ま
で

年
始
が
4
日
⑤
か
ら

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務
日
程
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
日
程
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

午前9時～

午後5時
取り扱いません

午前9時～

午後4時
五―9一時ニ------］年前藉ご―-----------------------------------

午後5時30分午後5時※

取り扱いません

取り扱いません

午前9時～

午後4時
取り扱いません

＿日
野
市
消
防
団
歳
末
警
戒

可燃こみ・不燃こみ
30日（水）まで収集

み ※詳しくは 8面参照
4日（月）からI

--
粗大こみ 30日（水）まで※早めに申し込みを 4日（月）から

くみ取り 30日（水）まで 4日（月）から
尿

浄化槽の清掃 28日（月）まで※早めに申し込みを 4日（月）から

市立総合病院 28日（月）まで 4日（月）から

市営火葬場 31日（木）午後 1時まで 4日（月）から

南多摩斎場 31日（木）正午まで 4日（月）から

中央図書館

高幡図書館

日野図書館

社教センター図書館
127日（日）まで

図書館 1

平山図書館

百草図書館

5日（火）から

多摩平児童図書館
百草台児童図書館

市政図書室 28日（月）まで

移動図書館「ひまわり号j18日（金）まで

女性センター 27日（日）まで

教職員研究室 ・教育相談室 26日（土）まで

南平体育館

市民陸上競技場

25日（金）まで 5日（火）から

4日（月）から

5日（火）から

5日（火）から

5日（火）から

28日（月）まで 5日（火）から

の
元
を
確
認
し
て

12
月
29
日・

30
日
」
明
る
い
新
年
を
お

中央公民館
勤労•青年会館

27日（日）まで 5日（火）から

福祉センター 27日（日）まで

:i;こいの家「かしの木荘」I:；悶悶：：
ふるさと博物館

市民会館・七生公会堂

とよだ市民ギャラリー

生活・保健センター

東部会館
（注）年末年始の休み中、出生・婚姻・死亡などの届け出は、市役所本庁で受け付けます

5日（火）から

5日（火）から

4日（月）から

27日（日）まで 5日（火）から

※12月31日の市内特定局の(ATM・ CO)について、豊田駅前局、日野北局、
日野高幡台局、日野下田局、日野台局、日野多摩平の 6局では、取り扱いません。
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何
か
と
忙
し
い
年
末
、
税
金
の
納
付

は
お
済
み
で
す
か
。
電
気
や
ガ
ス
の
料

金
と
同
じ
よ
う
に
、
市
税
も
口
座
振
替

で
き
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
税
を

忘
れ
た
り
、
忙
し
く
て
納
税
で
き
な
か

っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
や
市
役

所
へ
行
く
必
要
も
な
く
、
納
税
通
知
害

の
紛
失
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
防
げ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ

田
口
口

□6
ロ
ロ

□曰
ロ
ロ

□口
曰
口
口

□日
0m-

回曰回曰曰flllロロ巴口回R日口l11IO□fil口

12月22日に「ゆず潟」

65歳以上の方は無料です

口座振替の流れ

市
内
に
住
む
65
歳
以

上
の
方
は
、
お
ふ
ろ
屋

さ
ん
の
厚
意
に
よ
り
次

の
浴
場
に
無
料
で
入
浴

で
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
2
月
22
日
因

午
後
4
時
＼
11
時

▽
対
象
と
な
る
浴
場
11
ひ
の
湯

（
日
野
本
町
3
の
13
の
16
八
坂
神

社
裏
）
、
第
五
亀
の
湯
（
大
坂
上

4
の
18
の
35
大
坂
上
中
西
側
）

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
福
祉

係

図
曰
図
巳
巳
曰
回
口
回
曰
図

座振替の
込手続き

口
座
振
替
で
き
る
市
税

①
個
人
の
市
民
税
・
都
民
税
（
普
通
徴

収
）
②
固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
③

軽
自
動
車
税
④
国
民
健
康
保
険
税

口
座
振
替
で
き
る
口
座

①
普
通
預
金
口
座
②
当
座
預
金
口
座
③

納
税
準
備
預
金
口
座
④
郵
便
貯
金
口
座

申
込
方
法

市
内
の
金
融
機
関
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

①
預
金

萌
書
の
申
請
は
早
め
に

ヤ
確
定
申
告
の
期
間
は

り
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

確
定
申
告
期
間

(
2
月
16
日
因
1
3

月
15Huo)
は
公
課
証
明
書
の
交
付
申

請
が
多
く
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
公

課
証
明
書
が
必
要
な
方
は
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

代
理
人
選
任
届
か
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽
交
付
手
数
料
11
士
地
、
家
屋
と
も
4

筆
圏
ま
で

150
円
※
以
下
1
筆
闇
か
ら
7

筆
閲
増
す
ご
と
に
150
円
を
加
算

篇
合
せ
先
11
資
産
税
課

印
鑑
登
録
は
余
裕
を
も
っ
て

-'.

5

人

手
続
き
に

H
数
を
要
し
ま
す

印
鑑
登
録
は
、
皆
さ
ん
の
権
利
と
財
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
）
を
持
参
し
、

産
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
登
録
手
申
請
す
る
場
合
は
、
文
書
に
よ
る
照
会

続
き
は
、
万
全
を
期
し
慎
重
に
行
う
た
を
省
略
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

め
、
日
数
を
要
し
ま
す
。
余
裕
を
も
つ
ま
す
。

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
が
済
み
ま
す
と
印
鑑
登
録
証

◎
登

録

申

請

方

法

（

カ

ー

ド

）

を

お

渡

し

し

ま

す

。

登
録
申
請
者
、
ま
た
は
代
理
人
（
委

◎
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

任
状
が
必
要
）
が
、
登
録
す
る
印
鑑
を
交
付
申
請
書
を
記
入
し
、
印
鑑
登
録

持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
証
（
カ
ー
ド
）
を
窓
口
に
提
示
し
て
本

を
受
け
、
市
で
は
登
録
申
請
の
事
実
確
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
し
た

認
の
た
め
本
人
あ
て
に
文
書

（
照
会
書
印
鑑
で
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を

・
回
答
書
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
回
得
な
い
場
合
は
、
代
理
人
で
も
申
請
で

答
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
人
き
ま
す
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
印
鑑

可
・
委
任
状
が
必
要
）

。
回
答
書
に
よ
（
認
め
印
で
可
）
が
必
要
で
す
。

り
本
人
の
意
思
を
確
認
し
、
印
鑑
登
録
▽
申
請
・
問
合
せ
先
11
市
民
課
／
七
生

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
者
本
人
支
所

(
6
5
9
1
.
7
7
1
2
)
／
多
摩
平

が
官
公
署
が
発
行
し
た
有
効
期
限
内
で
支
所

(
6
5
8
1
.
5
2
0
1
)
※
多
摩
平

写
真
の
あ
る
、
本
人
と
確
認
で
き
る
も
支
所
は
、

12
月
28
日
①
ま
で
の
業
務
で

の
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
廃
止
さ
れ
ま
す

さ
い
。

・
貯
金
通
帳
と
通
帳
印
②
納
税
通
知
書

を
添
え
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
が
な
い
場

合
は
、
市
役
所
納
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
後
、
「
口
座
振
替
開
始
の

お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
口
座

振
替
の
開
始
は
申
し
込
み
の

2
カ
月
後

の
納
期
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

以
上
▽
問
合
せ
先
11
個
人
の
市
民
税

．
都
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産

税
．
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
…
納

税
課
／
国
民
健
康
保
険
税
…
保
険
年
金

課
保
険
税
係

門

11
年・
12
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
巾
請
受
付

同

一 清流は一人ひとりの息いやり

ふゞ皿

す

償

の

申

告

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
個

人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
毎
年
1

月
1

8

現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い

て
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
用
紙
は
12
月
上
旬
に
発
送
し
ま

し
た
の
で
、

2
月
1
日
①
ま
で
に
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
申
告
は
郵

送
で
も
構
い
ま
せ
ん
）
。

な
お
、
新
た
に
事
業
を
開
始
し
た
方
、

以
前
か
ら
事
業
を
営
ん
で
い
て
も
申
告

書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

．至
急
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係

i

の
取
り
壊
し
、
新
築
・
増
築
、

の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
と

勇
匡
税
課
へ
連
絡
を

●
家
屋
の
取
り
壊
し
•
新
築
・
増
築
の

と
き
は
…

12
月
3
1
日
困
ま
で
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
、
家

屋
の
固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
が
掛

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、

1
月
1
日
閲
ま
で
に
家
屋
を

新
築
・
増
築
す
る
と
平
成
11
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
．
都
市
計
画
税
が
掛
か
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

適
正
課
税
を
す
る
た
め
、
家
屋
の
取

り
壊
し
と
新
築
・
増
築
の
と
き
は
、
資

産
税
課
家
屋
償
却
資
産
係
へ
ご
連
絡
＜

だ
さ
い
。

●
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
と
き

大
…土

地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
、

固
定

平
成
11
年

・
12
年
度
に
日
野
市
が
発

注
す
る
工
事
請
負
、
設
計
、
測
量
、
地

質
調
査
、
物
品
の
買
い
人
れ
、
そ
の
他

の
契
約
の
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
日
1
1
1
月
1
2
8
因
＼
2
1
8
困
…

業
者
名
の
頭
文
字
が
ナ
、
ハ
、
マ
、
ヤ
、

ラ
、
ワ
行
の
業
者
／
1
月
2
2
H
②
¥
2

月
1
日
由
…
同
サ
、
夕
行
の
業
者
／
2

月
2
日
因
＼
1
0
8
①
…
同
ア
、
力
行
の

資
産
税
の
額
は
異
な
り
ま
す
。

今
年
中
に
業
務
用
（
店
舗
の
み
、
エ

場
な
ど
）
に
利
用
し
て
い
る
土
地
を
居

住
用
に
、
居
住
用
を
業
務
用
に
変
更
し

た
と
き
は
、
資
産
税
課
土
地
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

地
元
の
公
園
の
清
掃
や
除
草
を
し
て

く
れ
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
謝

礼
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▽
活
動
内
容
11
月
2
回
の
公
園
清
掃
、

年
2
回
の
除
草
と
公
園
の
美
化
推
進

▽
募
集
公
園
11
①
常
安
寺
公
園

(
H
野

1
0
9
9
の
2
)
②
万
願
寺
10
号
公
園

（
下
田
346
の
1
)
③
万
願
寺
12
号
公
園

（
日
野
8
8
の

1
)
④
中
の
台
公
園
（
程

久
保
ー
の

618
の
9
)
⑤
中
島
公
園
（
新

井
393)
※
小
規
模
公
園
は
①
⑨
①
）

▽
応
募
資
格
11
①
家
族
以
外
の
人
が
5

人
以
上

(300
平
方
討
以
下
の
小
規
模
公

園
は
3
人
以
上
）
い
る
団
体
②
公
園
か

ら
5002JVl
以
内
に
お
住
ま
い
の
方
の
団
体

▽
申
込
み
1
1
1
月
12
日
心
（
必
着
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
で
。
希
望
公
園
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
閲
日
野
市

環
境
緑
化
協
会
(
〒

191ー

0
0
1
6
神

明
2
の
13
の
1
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

へ

業
者
※
上
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
受
付
時
間
11
午
前
9
時
＼
11
時
30
分、

午
後
1
時
＼
4
時

▽
受
付
場
所
11
市
役
所
1
階
101
会
議
室

マ
甲
請
用
紙
11
工
事
請
負
、
設
計
、
測

量
、
地
質
調
査
：
東
京
都
様
式
（
東
京

都
弘
済
会
用
紙
販
売
所
で
販
売
）

／
物

品
の
買
い
人
れ
、
そ
の
他
…
日
野
市
独

自
様
式
（
市
役
所
1
階
売
店
で
販
売
）

※
工
事
請
負
の
申
請
に
は
、
経
営
事
項

▽
16
日
11
南
多
摩
東
部
共
立
病
院
組
合

定
例
議
会
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
、

市
長
相
談
日
（
大
久
保
地
区
セ
ン
タ
ー
、

1
件
）
▽

1
7
H
I
I
市
政
経
営
懇
談
会

（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
▽
18
日
1
1
8

野
市
青
少
年
問
題
協
議
会
（
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
日
野
女
性
友
の
会
学

：
曇
疇
〇
曇
●

0
.
疇

サ

保
留
地
公
売
記
事
の
訂
正

本
紙
前
号
で
掲
載
し
た
「
保
留
地
を

公
売
し
ま
す
」
の
記
事
の
中
で
、
豊
田

南
地
区
・
表
2
中
、
整
理
番
号
2
の
区

画
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
1
課

．
 

地
元
の
公
園
を
清
掃
し

・

て
く
れ
る
団
体
を
募
集

住
ま
い
を
増
改
築
し
た
い
け
れ
ど
大

工
さ
ん
・
職
人
さ
ん
の
心
当
た
り
が
な

い
、
小
さ
な
修
繕
工
事
を
ど
こ
に
頼
ん

だ
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
の

た
め
に
、
市
で
は
住
宅
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
市
内
の
建
設
組
合
を
通
じ
て
業

者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

台
所
・
ト
イ
レ
等
の
増
改
築
な
ど
を

お
考
え
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
手
順
11
①
産
業
振
興
課
へ
施
工
に
つ

い
て
相
談
・
申
し
込
み
②
市
内
業
者
が

登
録
し
て
い
る
組
合
に
あ
っ
せ
ん
③
業

者
と
の
相
談
・
見
積
も
り
・
契
約
・
施

工
④
業
者
へ
の
代
金
支
払
い
⑤
業
者
か

ら
産
業
振
興
課
へ
報
告
書
を
提
出

▽
問
合
せ
先
11
産
業
振
興
課

増
改
築
か
ら
小
さ
な
修
繕
工
事
ま
で

大
工
さ
ん
・
職
人
さ
ん
を
紹
介

審
査
結
果
通
知
書

（
写
し
•
新
基
準
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
管
財
課
契
約
係

習
懇
談
会
（
女
性
セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
、

日
野
市
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員

あ

さ

つ

会
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨
拶
▽

20
日
11

日
赤
奉
仕
団
30
周
年
記
念
式
典
（
市
民

会
館
）
に
挨
拶
、
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
（
同
セ
ン
タ
ー
）
、

行
革
推
進
本
部
会
議
（
庁
内
会
議
室
）

に
出
席
、
▽
2
1
H
I
I
平
山
台
小
20
周
年

記
念
式
典
（
同
校
）
に
挨
拶
▽
22
日
11

「
や
さ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
」
収
穫
祭
（
市

内
）
、
豊
田
商
店
会
創
立

50
周
年
式
典

（
市
内
）
に
挨
拶
、
西
東
京
雑
学
大
学

（
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
講
演
▽
2
4

日
11
南
多
摩
斎
場
定
例
議
会
（
町
田

市
）
に
出
席
▽
25
日
11
市
民
会
館
運
営

審
議
会
（
庁
内
会
議
室
）
、
東
京
都
景

観
審
議
会
（
都
庁
）
に
出
席
▽

26
日
11

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
記
念
式
典

（
立
川
北
駅
）
、

一
番
橋
起
工
式
（
同

橋
）
に
出
席
▽

2
7
H
I
I
青
年
海
外
協
力

隊
員
（
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
赴
任
）
を
激

励
、
定
例
記
者
会
見
（
庁
内
会
議
室
）

を
開
催
▽

2
8
H
I
I
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
記
念
行
事
（
市
民
会
館
）
に
挨
拶

▽
29
日
11
ニ
ツ
塚
処
分
場
第
1
期
工
事

竣
工
記
念
式
典
（
同
処
分
場
）
に
出
席
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

20
周
年
記
念

式
典
（
市
民
会
館
）
に
挨
拶

＿
排
水
設
備
工
日
届
｛
術
者
一

1
月

3
1
Hに
統
一
試
験

H
本
下
水
道
協
会
東
京
都
支
部
で

は
、
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

試
験
を
、
都
内
全
域
を
対
象
に
統

一
し

て
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
3
1
日
①
午
前
10
時
S
正

午▽
会
場
11
多
摩
会
場
…
法
政
大
学
工
学

部
（
小
金
井
市
）

／
区
部
会
場
…
青
山

学
院
大
学
（
渋
谷
区
）

▽
受
験
申
込
書
の
配
布
1
1
1
2
月
2
8
B
u
D

ま
で
市
役
所
3
階
下
水
道
普
及
課
で

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

▽
問
合
せ
先
11
下
水
道
普
及
課

R 
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講
演
会
「
薬
物
乱
用
」

ー
各
種
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
ー

●
市
民
健
康
教
室

市
内
で
希
望
す
る
場
所
に
出
張
し
て

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
11
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
会
場
11
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
市
内
ど
こ
で
も
結
構
で
す

▽
内
容
11
①
日
野
市
医
師
会
の
医
師
・

健
康
課
の
保
健
婦

・
栄
養
士

・
歯
科
衛

生
士
の
講
話
②
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相

談
な
ど

▽
対
象
1
1
4
0
歳
以
上
の
市
民
を
主
た
る

構
成
貝
と
す
る
15
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

20
組

（先
着
順）

※
健
康
課

へ
申
し
込
み
を
。

●
離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
力
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の

食
品
に
慣
れ、

食
事
の
習
慣
を
付
け
る

た
め
の
教
室
で
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
12
日
因
午
前
10
時
＼

n

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食

（
初
期
）
の
進
め
方

の
お
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児

（平
成

10
年
8
月
1
日
ー
9
月
30
日
生
ま
れ
）

と
親

▽
定
員
1125
人

（先
着
順
）

※
健
康
課

へ
申
し
込
み
を
。

今
、
シ
ン
ナ
ー
、

覚
せ
い
剤
を
は
じ

め
と
し
た
薬
物
は
、
小
学
生
に
ま
で
魔

の
手
を
の
ば
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
講
演
会
で、

薬
物
乱
用
の

恐
ろ
し
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
月
14
日
困
午
後
1
時
30
分

か
ら

▽
会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

保健•医療

起コ疇

面月休日診療医
診療時間：午前 9時～正午

午後 1時 ～5時

梅木医院（内・児科）
多摩平6-32-14 f!:581-0477 

！目
［北

』

望月医院（児科）
多摩平6-31-4
!!581-0504 

みやもと小児科（児科）
百草999ft59 l -l 31 2 

至
八
王
子

百肇団地

《す
ず
か
け
の
家
》

11
月
3
日
の
バ
ザ
ー
に
は
、
た
く
さ

ん
の
方
々
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
売
上
金
は
運
営
費
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《産
業
振
興
課
》

11
月
14
日
・

15
日
の
産
業
ま
つ
り
共

進
会
会
場
で、

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
募
金
9
千
252
円
を
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

澤
田
智
寛
く
ん

（さ
わ
だ
．
と
も
ひ

ろ
。
平
成
9
年
12
月
1
日
午
後
1
時

6
分
生
ま
れ
。
父
・

貴
章
さ
ん
、

母

・
泰
子
さ
ん
。
日
野
本
町
在
住
）

智
寛
く
ん
は
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

が
大
好
き
。
で
も
、
好
き
な
番
組
を

見
よ
う
と
し
て
押
し
間
違
え
た
り
、

▽
講
師
11
須
賀
康
正
氏
（
八
小
内
科
校

医

・
須
賀
小
児
科
院
長
）

▽
主
催
11
日
野
市
学
校
保
健
会
（
学
校

医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師
、
そ

の
他
小
・

中
学
校
関
係
者
で
組
織
）

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

一

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
で
．

一

膠
原
系
難
病
検
診
と
療
養
相
談

▽
日
時
1
1
1
月
25
8
叩
午
後
1
時
30
分

S
3
時
30
分

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
医
11
斎
藤
元
章
氏

（杏
林
大
学

医
学
部
付
属
病
院
医
師
）

▽
対
象
11
膠
原
系
難
病
と
診
断
さ
れ
て

い
る
方
、
関
節
の
こ
わ
ば
り
や
は
れ
、
皮

膚
に
紫
斑
や
紅
斑
が
出
る、

原
因
不
明

の
熱
が
出
る
、
口
内
炎
を
繰
り
返
す
と

い
っ
た
症
状
の
あ
る
方

▽
申
込
み
1
1
1
月

8
H釦
ま
で
に
南
多

摩
保
健
所
保
健
指
導
係

(6
042
.
371
.

7
6
6
1
)
へ
※
申
込
多
数
の
場
合
は

症
状
を
も
と
に
決
定

あ
り
が
と
う

掘田診療所（内・児・皮・婦・滋斗）
多摩平6-5-l ff58 l -3035 

至／＼王子

寺田医院（内・児・皮科）
落川696-4ft59 l -2852 

至

三沢台診療所（内・児科）
三沢2-1 2-13 ff592-0466 

至高幡 京王線

竺

巽しだ

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

市
町
村
は
、

厚
生
省
が
定
め
る
基
本

指
針
に
即
し
て
、
介
護
保
険
事
業
が
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

3
年
ご
と
に

5
年
を
1
期
と
し
た
計
画
を
定
め
ま
す
。

こ
の
計
画
を
、
介
護
保
険
事
業
計
画
と

い
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は、

各
市
町
村
の
実
態
に

あ
っ
た
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

そ
の
市
町
村
に
お
け
る
要
介
護
者
等
の

人
数
や
、
介
護
給
付
等
の
対
象
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
関
す
る
意
向
等
を
調
査
し

て
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、

老
人
福
祉
法

介
技
保
険
制
度
⑤

に
よ
る
老
人
福
祉
計
画
や
老
人
保
健
法

に
よ
る
老
人
保
健
福
祉
計
画
等
、
既
存

の
計
画
と
調
和
を
保
つ
よ
う
作
成
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

日
野
市
で
は
、
「
日
野
市
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

作
成
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員

数
は
20
人
（
公
募
に
よ
る
市
民
5
人
を

含
む
）
で
す
。
委
員
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は、

事
前

に
介
護
保
険
準
備
室
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
日
時

1112
月
24
日
困
午
後
2
時
ー
4

時
（
今
後
も
開
催）

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
504
会
議
室

▽
定
員
1110
人
以
内

▽
問
合
せ
先
11
介
護
保
険
準
備
室

ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
過
ぎ
て
思
わ
ず

び
っ
く
り
と
い
う
毎
H
で
す
。
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篠
崎
萌
菜
ち
ゃ
ん
（し
の
ざ
き
•
も

え
な
。
平
成
9
年
12
月
1
日
午
前
5

時
56
分
生
ま
れ
。
父
・
忠
士
さ
ん
、

母
・
典
子
さ
ん
。
日
野
在
住
）

萌
菜
ち
ゃ
ん
の
お
気
に
入
り
の
ぬ

い
ぐ
る
み
の
名
前
は

パ
オ
パ
オ
。

「
パ
オ
パ
ー
」
と
言
っ
て
、
し

っ
ぽ

を
振
り
回
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

山本クリニック（内・循・児科）
神明4-24-l ff584-5633 
至立川駅

橋本クリニック（外・整・皮・内・理•胃科）
東豊田4-23-l O ff586-7725 

i 

掘田診療所（内・児・夜婦・滋斗）
多摩平6-5-l 11581-3035 

至）＼王子

日野医院（胸・内・呼・消科）
日野本町4-3-1 n58 l -0309 

至
立
川

塩谷医院（内・児・胃科）
日野l077-33 ff58 l-O 158 

加藤医院（内・児科）
百草920-l 7 ff59 l -7578 

到l幡糧訳＾ 京王線

落川診療所（内・児科）
落川345ff59 l -52 l 6 

森久保整形外科（整・外科）
高森328森久保医療ピル

ft591-2222 

-・--・ 

●休日準夜診療所
12月19日（土）・20日（日）・23日（水）・26日（士）・27日（日）

29日（火） •30 日（水）・31 日（木）、 1 月 1 日（金）

午後 7時 30分～ 10時 30分

内科鼻 小児科

診療日 診療日

診療時間

診療科目

日野本町 1-7 -2 
生活 ・保健センター分室云584-166 l 

至立川駅

●休日歯科応急診療所
12月20日（日）・23日（水）・27日（日）・29日（火）

30 日（水） •31 日（木）、 1 月 1 日（金）

午前 9時～正午、午後 1時～ 5時

（受け付けは午後 4時まで）
診療時間

高幡 308-l福祉支援センター内
云・証594-21 l l 

至新井橋

至
南
平
駅

場 所

女性センター

場 所

● 12月後期救急病院

市立総合病院

云(581)2677

宿日直予定表

（
午
後
・
夜
）
泌
尿
器
科

1
9
9
（
午
前
）
児
・
内
・
整
形
外
科

‘,'’ 
8
金

整

（
 

ー

品
外

6
加

整

（
 

ー

息
3

整

形

外

科

形

外

科 科

形

外

科

花輪病院

ff (582)0061-2 

内

科

内

科

内

科

内

科

内
・
外
科

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
日野消防署 (ft581-0119)へお問い合わせを。

亭昇
外耳

科

内

科

鼻

咽

喉

科

内

科

（
午
後
・
夜
）
外

（
午
前
）
児
・
外

科科

内

科

R 健康でいきいきとしたまちに
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地域福祉で

活躍する
12月1日付で、日野市が推薦した lO 9人の方が、新しく
民生委員児童委員として厚生大臣から委嘱を受けられました。
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山
徳
子
日
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台
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6
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櫻

澤
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平
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の
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の
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.
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5
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久
島
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野
台
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.
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5
5
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守
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ミ
ワ
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大
坂
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の
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の
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5
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.
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7
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井
上
千
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多
摩
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摩
平
団
地
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.
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部
地

星
野
光
代

土
方
義
一

川
久
保
暉
子

岩
田
マ
キ

斉
藤
サ
キ
子

佐
伯
久
夫

民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
々
は
、
担

当
地
区
の
住
民
か
ら
の
福
祉
に
関
す
る

様
々
な
相
談
を
受
け
、
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
生
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
児
童
委

員
も
か
ね
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
関
す

る
相
談
か
ら
、
児
童
の
健
全
育
成
、
子

育
て
の
悩
み
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

に
扱
う
主
任
児
童
委
員
8
人
も
あ
わ
せ

て
紹
介
し
ま
す
。
（
い
ず
れ
も
敬
称
略
）
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ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
に

貸
し
付
け
ま
す

私
立
高
校
等
の
入
学
金

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
に
、
私
立
高

-
校
・
私
立
高
専
・
専
修
学
校
高
等
課
程

の
人
学
金
の
貸
し
付
け
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
対
象
11
都
内
に
6
カ
月
以
上
住
ん
で

い
る
母
子
・
父
子
家
庭
の
方
と
両
親
の

い
な
い
家
庭
の
方

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
貸
付
限
度
額
1
1
3
2
万
円
（
無
利
子
）

▽
償
還
方
法
11
卒
業
後
6
カ
月
問
据
え

置
き
3
年
以
内

※
こ
の
ほ
か
、
母
子
家
庭
の
方
に
は
、

母
子
福
祉
資
金
に
よ
る
就
学
支
度
金
と

修
学
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

（
国
公
立
高
校
等
も
可
）
。

▽
申
込
み
先
11
生
活
福
祉
課

低
利
で
あ
っ
せ
ん

私
立
高
校
等
の

入
学
資
金
貸
付

私
立
高
校
及
び
専
修
学
校
（
高
等
課

-
程
）
に
進
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
を
対

象
に
、
入
学
資
金
を
低
利
で
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。

▽
申
込
資
格
11
市
内
に
引
き
続
き
6
カ

月
以
上
居
仕
し
、
経
済
的
理
由
で
お
子

さ
ん
を
進
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
で
、
返
還
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

（
所
得
制
限
は
恨
帯
構
成
等
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
父
母
、
進
学
予
定
の

生
徒
、
中
学
生
の
兄
弟
の

4
人
世
帯
で
、

給
与
収
入
900
万
円
、
総
所
得
700
万
円
を

H
安
に
し
て
く
だ
さ
い
）
※
連
帯
保
証

枝
、
遠
藤
美
津
子
、
西
見
美
恵
、
児
玉

ト
ク
、
大
木
力
、
田
倉
高
光

厚
生
大
臣
表
彰

一

一
受
賞
の
お
知
ら
せ

去
る
11
月
2
0
8
、
全
国
社
会
福
祉
大

会
に
お
い
て
、
宮
在
住
の
土
方
禰
三
さ

ん
が
、
民
生
委
員
に
対
す
る
社
会
福
祉

事
業
功
労
者
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

．
 

以
上
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福
祉
課
へ

。

人
が
1
人
必
要

▽
融
資
限
度
額
1
1
4
0
万
円

▽
利
率
．
返
還
期
間
11
平
成
9
年
度
実

績
年
2
.
1
2
5
%
（
収
入
に
応
じ
た

利
子
補
給
あ
り
）
、

3
カ
月
据
え
置
き
6

年
以
内
（
収
入
に
応
じ
て

3
段
階
設
定
）

▽
必
要
書
類
11
入
学
資
金
融
資
申
込
書

（
教
育
委
員
会
庶
務
課
で
配
布
）
、
課

税
・
納
税
証
明
書
等

▽
申
込
み
1
1
1
月
5
日
伏
か
ら
人
学
資

金
支
払
期
限
2
週
間
前

(
3
月
1
5
H
①

が
最
終
）
ま
で
に
市
役
所
5
階
教
育
委

員
会
庶
務
課
ヘ

▽
問
合
せ
先
11
教
育
委
員
会
庶
務
課

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
！

重
度
視
覚
閃
害
者
の
方

の
お
手
伝
い
を

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
は
、
重
度
の
在
宅

視
覚
障
害
者
の
方
に
、

①
外
出
、

②
通

院、

③
買
い
物
、

④
文
書
の
読
み
書
き

等
の
お
手
伝
い
を
す
る
も
の
で
す
。

▽
応
募
要
件
11
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

心
身
と
も
に
健
康
で
あ
り
、
視
覚
障
害

者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る

※
男
性
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
男
性
の
方
、
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▽
介
護
費
（
謝
礼
）

1
1
1
回
4
時
間
に

つ
き
3
千
円

▽
申
込
み
先
11
障
害
福
祉
課

＾
お
願
い
＞

駅
・
建
物
の
周
辺
や
道
路
の
点
状
プ

ロ
ッ
ク
・
線
状
プ
ロ

ッ
ク
の
上
に
、
自

転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
を
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。
視
覚
障
害
者
の
方
が
大
変
困

っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

（
障
害
福
祉
課
）

＿ 支えあい助けあうまち R野のまち

゜
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児童手当の所得制限額

主たる生計者の所得額で判定します（共

働きの場合でも、所得は合算しません）。

扶養親族数（控除対象配偶者を含む）は

平成 9年中の人数です。

児童手当
- l入者

cり
―

N

園

去
る

8
月
13
日
、
放
火
に
よ
る
車
両

破
損
の
た
め
巡
回
を
中
止
し
て
い
ま
し

た
移
動
図
書
館
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が
、
今

月

8
8
か
ら
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
各
駐
車
場
と
も
隔
週
の
特

定
曜
日
の
巡
回
に
な
り
ま
す
（
別
表
参

第

一
f
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す

児
童
手
当
の
申
請
を

3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

-溢傘
ひまわり号巡回日程表

地区； 巡回駐車場 曜日 時 戸` 間
新町 新坂下住宅 lO 20~ lO 50 
栄町 栄町 2丁目アパート 第 1•第 3 火曜日 11 00~11 50 

さいかちぜき公園 2 00,..._, 2 30 

西平山 西平山第 1公園 第 1•第 3 水曜日 3 DO,..__, 3 50 

大和田チャー前 10 oo~ 10・ 30 

日野平山台住宅 第 1•第 3 木曜日 10 40~ 11 10 

旭が丘
旭が丘束公園 11 20~ 11 50 
旭が丘中央公園 第 1•第 3 水曜日 2 :00~2 50 

シティハイツ日野旭が丘
第 2•第 4 水曜日

3 :00~3 50 

帝人多摩アパート 2 00~2 50 

多摩平 多摩平第 3公園 第 1•第 3 木曜日 2 :oo~ 2 50 

多摩平第 5公園
第 2•第 4 木曜日

l l 2□~ ll 50 
日野台公園 lO 00~10·30 

日野台 小構コーポ佐野前 第 2•第 4 火曜日 3 20~ 3 50 
緑ヶ丘公園 第 1•第 3 木曜日 3 oo~ 3 50 

I 市営向川原団地
第 2•第 4 木曜日

2. 00 ~ 2 5 0 

ほほえみ公園 3 oo~ 3 50 

南平地区センター I 70 00~10 30 
南平 南平浜田ビル前 第 1•第 3 水曜日 10:40~11 10 

南平丘陵公園 ll 20~ ll 50 
猪谷戸公園 第 1•第 3 火曜日 2 40-------3 lO 
松風公園 第 2•第 4 水曜日 10・00........, 10 30 

日野
まつばやし地区広場 ll 20~11 50 
パーク日野店前 3 20~ 3 50 

石田 新井土方ハイツ前
第 2•第 4 金曜日

10・00,....,_, 10 30 

下田 万願寺第 10公園 10 40-----...., 11 10 

宮 市営川原付団地 2 oo~ 2 30 

新井 都営新井団地 2 ·40~ 3 lO 

東豊田 いすみ自治会
第 2•第 4 水曜日

l0 40~ll lo 

神明 グリーンコープ日野 ll 20,....., ll 50 

百草
御嶽上公園 lO 20--------10 50 

百草団地アポロ広場 ll :00,...._, ll 50 

大坂上 3丁目アパート
第 2•第 4 火曜日

2 :oo~ 2 30 

大坂上 日野大久保団地 2 :40,..___, 3 10 

冨士見台竹花工業 第 2•第 4 木曜日 10 ・ 40,..._, 11 10 

(ff581. 

照）
。一

部
の
地
域
で
は
巡
回
す
る
曜
日
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

、
。
し▽

問
合
せ
先
11
中
央
図
書
館

7
3
5
4
)
 

申お＾ 方
請早別平に
しめ表成‘
てに参 9

児

く市照年
童

だ役-中手
さ 所 で の 当

い 2 対所 を.、1 / . J I J I

一階象得
支

※確定申告をした方は「平成9年分確定申告書控」の所得金額合計公児とが給
から、また、源泉徴収票のみの方は「平成9年分源泉徴収票」の務童な制 し

給与所得控除後の金額から、それぞれ 8万円（社会保険相当額、 員福る限
て

全員一律）を引いて、表の所得額と比べてください。 の祉方額 し‘

※障害者・寡婦（寡夫）の控除や医療費控除、老人扶養がある場合は、方課は以
ま

それぞれの相当額を所得制限額に加えます。 はで 下 t

勤
務
先
で
申
請
を
）
。

▽
支
給
額
1
1
第
1
•

第
2

子
…
月
5

千

円
／
第
3
子
以
降
…
月
1
万
円
※
申
請

の
翌
月
分
か
ら
3
歳
の
誕
生
月
分
ま
で

支
給

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②
厚

生
年
金
加
入
証
明
書
③
申
請
者
名
義
の

預
金
通
帳
※
郵
便
局
を
除
く
④
平
成
10

年
1
月
1
日
以
降
に
転
入
の
方
は
平
成

10
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行

さ
れ
る
平
成
10
年
度
課
税
証
明
書

転
入
・
転
出
の
場
合
も

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
の
給
付
は
市
区
町
村
ご
と

に
行
い
ま
す
。
転
入
・
転
出
を
す
る
方

は
、
新
住
所
の
市
区
町
村
で
手
続
き
を

し
な
い
と
、
児
童
手
当
の
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
（
中
旬
以
降
に
転
人
・
転
出
す

る
方
は
、
異
動
H
か
ら

15
日
以
内
に
申

請
す
れ
ば
異
動
の
翌
月
分
か
ら
支
給
）
。

以
上
▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児

童
係

の
巡
回
を

再
開
し
ま
す

多子世帯養育手当の所得制限額

扶養親族数 所 得 額

0人 552.5万円

I 1人 597.5万円

2人 642.5万円

3人 687.5万円
I } 

4人，9 732.5万円r? •~ 

5人 777.5万円

î9, 6人 822.5万円

扁網護削'H曙贔繭

3
歳
ー
5
歳
児

(
4
月
1
日
現
在
）

を
幼
稚
園
等
へ
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護

者
の
方
に
、
次
の
と
お
り
保
育
料
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
補
助
金
額
（
月
額
）

◎
私
立
幼
稚
園

・
類
似
施
設
の
場
合
11

①
平
成
10
年
度
の
特
別
減
税
前
市
民
税

所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
と
生
活
保
設

受
給
世
帯
・
・
・
1
万
200
円
以
内
②
特
別
減

税
後
の
市
民
税
所
得
割
が
13
万
4
千
円

以
下
の
世
帯
…
8
千
500
円
以
内
③
特
別

減
税
後
の
市
民
税
所
得
割
が

13
万
4
千

1
円
以
上
の
世
帯
・
・
・
4
千
円
以
内

◎
幼
児
教
室
等
の
場
合
1
1
4
千
円
以
内

＊
申
請
方
法

◎
市
内
の
幼
稚
園
等
の
場
合
・
・
・
各
幼
稚

園
等
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

◎
市
外
の
幼
稚
園
等
の
場
合
…
市
役
所

ぉ
f
さ
ん
か

4
人
以

t
い
る
力
に

多
子
世
帯
養
育
手
当

多
子
世
帯
養
育
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
児
童
手
当
で
所
得
が
制
限
額
以

上
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
次
の
要
件
す
べ
て
該
当
す
る

方①
18
歳
未
満

(18
歳
に
な
っ
た
年
の
年

※
扶
養
親
族
数
に
は
控
除
対
象
配
偶
者

を
含
み
ま
す
。

※
以
下
、

1
人
増
す
こ
と
に

45
万
円
を

加
算
し
て
く
だ
さ
い
。

4
階
総
務
部
庶
務
課
へ
申
睛
し
て
く
だ

さ
い
※
八
王
子
お
さ
ひ
め
幼
稚
園
、
八

王
子
か
し
わ
幼
稚
園
、
八
王
子
長
沼
幼

稚
園
、
多
摩
緑
が
丘
幼
稚
園
に
通
園
し

て
い
る
方
は
、
各
幼
稚
園
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い

叉
申
請
に
必
要
な
も
の
…
①
補
助
金
申

請
書
②
補
助
金
に
関
す
る
調
書
③
在
籍

証
明
書

（①
⑨
⑤
は
総
務
部
庶
務
課
に

あ
り
）

④
平
成
10
年
度
の
市

・
都
民
税

課
税
証
明
書
⑤
印
鑑
⑥
保
設
者
名
義
の

銀
行
預
金
通
帳
※
特
別
減
税
後
の
市
民

税
所
得
割
が
13
万
4
千
1
円
以
上
の
世

帯
、
幼
児
教
室
等
は
②

e)は不
要

▽
申
請
期
間
1
1
1
2
月
16
日
困
S
1
8
日
②

午
前
8
時
30
分
ー
午
後
5
時
※
正
午

S

午
後
1
時
は
除
く

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課

度
末
ま
で
を
含
む
）
の
児
童
を
4
人
以

上
養
育
中
②
4
人
目
以
降
の
児
童
が
中

学
生
以
下
（
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

・
受
け
ら
れ
る
児
童
を
除
く
）

③
平
成

9
年
中
の
所
得
が

一
定
額
以
下
（
別
表

参
照
）

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
4
人

目
以
降
の
対
象
児
童
l
人
に
つ
き
月
5

千
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除

V
)
R
平
成
10
年
1
月
1
日
現
在
の
住

所
地
で
発
行
さ
れ
る
平
成
10
年
度
課
税

（
所
得
）
証
明
書

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

刷玉
演Ofq

ズ
ト

～
冒
輝
開
印
I
・

野
時
1

一

界

曲

辺
―
直
言
．．
 

3
訂
中

は

ソ

ー
曲
帝
刀
後
痒
売

釦
ン
。勺昇
低
ば
発

名

ノ

II

郎
レ
叩
評

謳
好

民

コ

ン
ァ

l
)

都
＂＼

ェ
ピ
ヵ
研

一J

般

13
る
ン
ラ
淋
ポ

ト

JJ

な
べ

ル
ょ
9
ユ
：

大

一
定

華

一
シ

揮

麿

指全

2

を

べJ
指

皇

匹
春

甑0
[
 

平
成
10
年
度
・
後
期
分

私
立
幼
稚
園
等
の
保
育
料
を
補
助
し
ま
す
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lh

育
児
・
介
護
休
業
法
ー
男
性
も
女
性
も
同
じ
権
利

一

“
 

叫
こ
の
法
律
は
、
育
児
や
家
族
の
介
さ
ら
に
、
吉向
齢
社
会
が
進
み
、
老
親

i

＾
 

＾
 

叫
護
を
行
う
労
働
者
が
「
仕
事
と
家
庭
」
の
介
護
が
女
性
た
ち
の
大
き
な
負
担
》

＾
 

i

の
両
立
が
出
来
る
よ
う
に
制
定
さ
れ
に
な
っ
て
い
る
問
題
へ
の
社
会
的
対
～

i

た
も
の
で
す
。
こ

れ

に

先

立

応

が

求

め

ら

れ

、

95
年

に

育

-

＾
ち
、

1
9
9
1
年
に
育
児

》

▼

◆

▲

児
休
業
法
を

一
部
改
正
し
-》

1

休
業
法
が
成
立
し
、
ー

｀

牲

ゲ

這

●

た
育
児
・
介
護
休
業
法
’

1
歳
未
満
の
子
供
を
持

~

ラ

▼▼
が
成
立
し
ま
し
た

。

i

一
っ
男
女
労
働
者
の
い
ず

．

tt詣

｀

来
年
4
月
か
ら
は
、

i

血

れ

か

が

申

し

出

た

場

合

、

配

偶

者

、

親

、

配

偶

者

の

'

＾

▼

0
▲
 

i

企
業
は
、

1
年

間

職

場

で

の

親

、

子
供
な
ど
の
病
気
介
設
一

i

身
分
や
地
位
を
失
う
こ
と
な
く
給
料
の
た
め
、

3
カ
月
を
限
度
に
休
業
が
-

i

の
25
％
を
給
付
し
、
現
職
復
帰
さ
せ
認
め
ら
れ
、
男
性
も
女
性
も
同
じ
権
[マ▼

 

1

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

b

利
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

s. ，
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麟
の
厖
史
と
民
伯

ろ

養
蚕
用
火
燻
と
は
、
蚕
を
飼
育
す
る

蚕
室
の
温
度
を

一
定
に
保
っ
た
め
の
囲

ろ

り
炉
裏
で
あ
る
。
蚕
の
飼
育
法
の

―
つ
で

あ
る
「
温
暖
育
」
に
は
不
可
欠
な
装
置

で
、
多
摩
地
域
で
は
明
治
30
年
こ
ろ
か

ら
こ
の
飼
育
法
が
普
及
し
た
。

平
成
8
年
に
、
日
野
宿
で
蚕
種
屋
を

営
ん
で
い
た
旧
家
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ、

2
基
の
煉
瓦
製
の
養
蚕
用
火
櫨
が

確
認
さ
れ
た
。
大
き
さ
は
長
さ
1
いい‘

幅
70
セ
ら
、
深
さ
50
セ
ら
あ
ま
り
で
あ
っ
た

（写
真
）。
底
面
の
灰
の
上
に
炭
を
積
ん

わ
ら

で
火
を
つ
け
、
上
か
ら
藁
灰
を
ま
い
て

使
用
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
煉
瓦
製
の
養

蚕
用
火
櫨
は
、
多
摩
地
域
で
は
極
め
て

珍
し
い
も
の
で
あ
り
、
今
回
発
掘
さ
れ

た
2
基
は
い
わ
ゆ
る
「
日
野
煉

瓦

瓦
」
で
作
ら
れ
て
い
た
点
で
注

目
さ
れ
る
。

「
日
野
煉
瓦
」
は
甲
武
鉄
道

棟阻

（
現
在
J
R
中
央
線
）
の
建
設

E
に
あ
た
り
、
多
摩
川
鉄
橋
な
ど

の
資
材
と
す
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
生
産
さ
れ
た
。

と
墟

日
野
宿
の
名
士
た
ち
に
よ

り、

H
野
煉
瓦
工
場
は
明
治
21

年

(
1
8
8
8
)
1
月
に
多
摩

火＂

地
域
で
初
の
本
格
的
な
煉
瓦
エ

場
と
し
て
操
業
を
開
始
し
、
明

治
23
年
8
月
に
廃
業
す
る
ま
で

蛋
養

に
約
50
万
個
の
煉
瓦
を
生
産
し

て
、
そ
の
大
半
を
鉄
道
局
に
納
入
し
た
。

残
り
の
煉
瓦
は
日
野
宿
周
辺
の
建
築
物

な
ど
に
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
使
途
の

―
つ
に
さ
き
の
養
蛋
用
火
櫨
が
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

鉄
道
の
建
設
に
向
け
て
い
ち
早
く
煉

瓦
を
生
産
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
生
活
に

取
り
入
れ
た
点
に
、
日
野
の
人
々
の
先

進
性
と
柔
軟
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ

、つ
'ま

た
、
こ
の
よ
う
な
煉
瓦
製
の
養
蚕

用
火
櫨
は
、
養
蚕
技
術
の
変
遷
と
、
多

摩
地
域
の
近
代
化
の
足
跡
を
た
ど
る
上

で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
火
櫨
の
復

元
模
型
と
日
野
煉
瓦
は
、

12
月
17
日
困

か
ら
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
展
示
す
る
。

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

⑱ 

◎ ともにr：をとりうるおいのある まちに 一一
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▲松本ハウス

曰
＠
出
マ
ラ
ソ
ン
い
〗
[
[
ロ

の
皆
さ
ん
の
協
力
地
区
の
青
少
年
育
成
会
で
は
、
恒
例
の
達
で
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

初
嘩
域

はぐく

で
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
初
日
の
出
マ
ラ
ソ
ン
を
行
い
ま
す
（
雨
だ
さ
い
。

ご

そこ
う
と
活
動
し
て
い
る
各
ま
た
は
雪
の
場
合
は
中
止
）
。

な
お
、
小
3
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

二
中
地
区
青
少
年
育
成
会

▽
日
時
1
1
1
月
1
日
濯
午
前
5
時
45
分

か
ら

▽
集
合
場
所
11
多
摩
平
第

一
公
園

▽
コ
ー
ス

11
多
摩
平
第

一
公
園
S
平
山

橋
S
北
野
街
道
S
平
山
城
址
公
園
S
多

摩
平
第

一
公
園

※
当
日
に
申
し
込
み
を
。

▽
問
合
せ
先
11
永
原

(
6
5
8
3
.
1
4
9

4
)
 

七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会

▽
日
時
1
1
1
月
1
日
閲
午
前
6
時
か
ら

▽
集
合
場
所
11
南
平
西
部
地
区
セ
ン
タ

J
 

来
春
1
月
1
5
日
⑱
に
市
民
会
館
で
、

成
人
式
を
行
い
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
実
践
女
子
短
期
大
学

ア
ト
ラ
ス
と
実
践
女
子
大
学
w

J
ス
タ

ー
ズ
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
及

び
”
松
本
ハ
ウ
ス
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

市
内
の
観
光
的
景
観
、
四
季
折
々
の

自
然
、
年
中
行
事
、
地
元
の
産
業
、
街

中
の
風
景
、
産
業
ま
つ
り
、
菊
ま
つ
り

な
ど
、
後
世
に
伝
え
た
い
文
化
、
産
業
な

ど
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
規
定
11
今
年
市
内
で
撮
影
し
た

未
発
表
の
単
写
真
。
カ
ラ
ー
四
つ
切
り

サ
イ
ズ
※
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者

市
内
産
の
新
鮮
野
菜
と
花
を
豊
富
に

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。
日
野
地
区
会
場
で
は
植

木
も
販
売
し
ま
す
。

な
お
、
野
菜
は
売
り
切
れ
次
第
終
了

し
ま
す
。

◎
日
野
地
区

▽
H
時
1112
月
2
6
日
山
・

27
日
①
午
前

10
時
S
午
後
4
時
（
小
雨
実
施
）

▽
会
場
11
多
摩
平
第
七
公
園

◎
七
生
地
区

▽
日
時
1112
月
26
日
田
午
前
9
時
30
分

▽
コ
ー
ス

11
南
平
西
部
地
区
セ
ン
タ
ー

S
午
後
2
時
（
小
雨
実
施
）

S
京
王
線
南
平
駅
北
口
S
一
番
橋
S
高

▽

会

場

11
東
京
南
農
協
七
生
支
店

幡
橋
S
ふ

れ

あ

い

橋

以

上

▽

問

合

せ

先

11
東
京
南
農
協
日

※
12
月
2
5
日
⑤
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

野
支
店

(
6
5
8
3
.
2
l
l
1
)
／
同
七

▽
問
合
せ
先
11
若
松

(
6
5
9
1
.
2
0
5

生
支
店

(
6
5
9
1
.
2
0
1
2
)
／
市
産

業
振
興
課

ー
、
＆
ゞ

r
y
l
i
§
t
tふ
心

t'
、5‘t‘
ゞ
tt‘ryA,
i`9YFytしゞ
ryA9ゞ
r&kyt‘5‘iー
、
¥
し

r̀tyYt‘¥

＂

い1
1
1
[
1
5
H

い11Pf
雰

麟国
印

翌

幻
1
いー
ニ
冒

1112
月
15

日叩
'
1
月
14

日
困
に
作
品
の
裏
面
に
題
名
、
住
所
、

ー
午
後
1
時

▽
会
場
11
市

民

会

館

大

ホ

ー

ル

氏

名

、

電

話

番

号

を

記

入

し

、

H
野
市

平
成
11
年
成
人
式

▽
対
象
11
昭
和
53
年
4
月
2
日
＼
54
年

役

所

産

業

振

興

課

内

日

野

市

観

光

協

会

4
月
1
日

生

ま

れ

で

日

野

市

に

住

民

票

(

〒

1
9
1
1
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ
持

の

あ

る

方

参

か

郵

送

※

応

募

作

品

は

原

則

と

し

て

※

案

内

状

は

年

賀

ハ

ガ

キ

で

お

送

り

し

お

返

し

し

ま

せ

ん

。
審
壺
発
表
は
2
月

ま
す
。

下
旬
で
す

▽
問
合
せ
先

11
生

涯

学

習

課

▽

問

合

せ

先

I
I
H
野
市
観
光
協
会
（
産

業
振
興
課
内
）

轟

＿

ー

親
子
で
保
育
園
の
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会
へ
ど
う
そ

▽
日
時
1112
月
2
2
H困
午
前
9
時
30
分

ー

11
時
30
分

▽
会
場
11
た
ま
だ
い
ら
保
育
園

▽
対
象
1
1
1
歳
ー
未
就
学
児
と
親

▽
持
ち
物
11
上
履
き
、
靴
を
入
れ
る
ビ

ニ
ー
ル
袋

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ

。

▽
問
合
せ
先
11
同
保
育
園

(
6
5
8
1
.
o

0
0
4
)
 

▲昨年の入賞作品（多摩動物公園園長賞）

悶悶菜の一

＊
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
映
画
会

楽
し
い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
4
話
集

め
て
、
子
供
向
け
の
映
画
会
を
行
い
ま

す
。

▽
日
時
1112
月
1
9
日
山
午
前
10
時
か
ら

と
午
後
2
時
か
ら

(
2
回
上
映
）

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
内
容
11
ペ
リ
ー
ヌ
物
語
か
ら
「
忘
れ

ら
れ
な
い
ク
リ
ス
マ
ス
」
、
稲
む
ら
の

火
、
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
い
な
か
の
ね
ず
み

▽
定
員
11
各
回
60
人

※
申
し
込
み
を
。
事
前
申
し
込
み
制
で

x

x

x

x

※

x

x

x

x

x

※

x
 

蕊

ま
ち
の
話
題

全
国
青
年
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
日
野
市
チ
ー
ム
が
入
賞

11
月
6
日
ー
8
日
に
江
戸
川
区
臨
海

球
技
場
で
行
わ
れ
た
第
47
回
全
国
青
年

大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
で
、
東
京
都

代
表
と
し
て
参
加
し
た
日
野
市
の
女
子

チ
ー
ム
「
日
野
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ
」
が

第
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
準
決
勝
で

愛
知
県
代
表
に
0
対
2
と
惜
敗
し
ま
し

公民鶴
唸ぷの虞

お申し込みは
合 581-7580
（月曜・祝日休館）

1
歳
児
＼
未
就
学
児
8
人
の
保
育
あ
り
。

＊
移
動
公
民
館
「
声
楽
講
座
」

S
古
典
イ
タ
リ
ア
歌
曲
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
ま
で

S

初
心
者
を
対
象
に
、
声
楽
の
墓
礎
で

あ
る
発
声
法
・
呼
吸
法
か
ら
歌
う
こ
と

の
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

▽
日
程
ふ
四
容
11
別
表
の
と
お
り

▽
時
間
11
午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
11
七
生
中

▽
講
師
11
村
上
敏
雄
氏
（
七
生
中
嘱
託
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▽
定
員
1120
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

七
生
中
・
平
山
中
地
区
の
方
を
優
先

▽
持
ち
物
11
上
履
き
、
靴
を
入
れ
る
袋

▽
申
込
み

1112
月
22
日
因
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信

用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
中

央
公
民
館
「
声
楽
講
座
」
係
(
〒

191ー

0

x

x

x

x

※

x

x

x

x

x

x

x

x

 

た
が
、
今
年
の
都
民
大
会
準
優
勝
に
続

い
て
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今

後、

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

中
学
校
体
育
施
設
開
放
・
実
践
女

子
短
期
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
開
放

f
1月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
程
1112
月
1
8
H
②

表程日座

一[．
 

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

 

▽
区
分
・
時
間
11
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
学
校
）
…
3

時
③
校
庭
：
4
時
④
実
践
女
子
短
期
大

学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
7
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
参
加
資
格
11
団
体
登
録
を
し
、
団
体

登
録
証
を
持
参
し
た
高
校
生
以
上
の
方

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

12月
20
日
国
ー
1
月
7
日
困
の
期
間
、
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
回

転
市
場
」
は
休
業
し
ま
す
。

休
業
中
は
、
提
供
品
や
資
源
回
収
品
の
受
け
付
け
も
休
み
ま
す
の
で
、
店
の

前
に
品
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
同
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転
市
場
」

(
6
5
8
7
.
8
7
0
7
)

▽
8
時
・
会
場
11
①
1
月
18
日
①
午
後

1
時
30
分
か
ら
…
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ
（
渋
谷
区
）

②
2
月
2
H
因
午
後

1
時
30
分
か
ら
…
立
川
市
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
③
2
月
8
日
①
午
後

6
時
30
分
か
ら
…
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ

▽
内
容
11
東
京
都
男
女
平
等
推
進
基
本

条
例
（
仮
称
）
検
討
骨
子
へ
の
意
見
発

表
ほ
か

▽
定
員
11
①
は
240
人、

②
は
190
人、

③

は
150
人

※
1
歳
ー
未
就
学
児
の
保
育
あ
り
。

▽
申
込
み

11
①
は
1
月
1
1
H
①、

②
は

26
日
因
、

③
は
2
月

1
日
①
（
い
ず
れ

も
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
会
場
名
、
保

育
・
手
話
希
望
の
有
無
を
記
入
し
、
東

京
都
生
活
文
化
局
女
性
計
画
課
都
民
会

議
担
当
(
〒

163ー

8
0
0
1
住
所
不
要

6
0
3
.
5
3
2
1
.
l
l
1
1
)

へ

内容

歌うことと発声法について

発声とその構造について

姿勢・呼吸法について

歌唱について

日本語による歌い方について

ミュージカル、オペラのアリアについて

II 

発表コンサート（予定）

o
l
1
日
野
本
町
7
の
5
の
23)
ヘ

ともにfをとりやすらぎのあるまちに

゜



第957号 12/15 -よ“
市役所代表電話

TEL.042-585-1111 

＊
日
野
お
は
な
し
の
会
「
お
は
な
し

会」▽
日
時

1112
月
20
日
午
後
2
時
S

3

時
30
分
▽
会
場
11
高
幡
図
書
館
▽
内

容
11
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
話
し
を
楽
し

む
▽
対
象
11
小
l
以
上
※
大
人
も
歓

迎
▽
問
合
せ
先

11
山
田

(
6
5
8
7
.
1

4
2
4
)
 

＊
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
ひ
の
・
作
品
展

▽
日
時

1112
月
22
日
S
2
6
日
午
前
10

時
S
午
後
6
時
※

22
日
は
午
後
1
時

か
ら
、

26
日
は
午
後
3
時
ま
で
▽
会

場
11
市
民
会
館
展
示
室
▽
問
合
せ
先

11
山
口

(
6
5
8
1
.
2
6
0
2
)

＊
日
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぷ
会
・

連
続
講
座
「
死
者
が
語
る
戦
争
」
③

▽
日
時
1112
月
23
日
午
後
1
時
30
分

S

4
時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
＂
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線

の
兵
隊
た
ち
2
▽
講
師
11
小
松
良
郎

氏
▽
費
用

11300
円
▽
問
合
せ
先
11
松

尾

(
6
5
9
1
.
2
5
6
6
)

＊
日
野
市
華
道
連
盟
「
お
正
月
花
」

無
料
講
習
会

▽
日
時
1112
月
2
6
H
午
前
9
時
30
分

S
1
1
時
30
分
▽
会
場
・
担
当
者
11
①

川
北
地
区
セ
ン
タ
ー
…
朝
倉

(6582

.
0
3
2
7
)
②
多
摩
平
六
丁
目
地

区
セ
ン
タ
ー
…
小
松

(
6
5
8
3
.
2
2

3
0
)③
勤
労
•
青
年
会
館
…
斉
藤 (

6
5
8
1
.
5
0
4
9
)
④
南
平
南
部

地
区
セ
ン
タ
ー
・
・
・
田
中

(
6
5
9
2
.
2

7
4
8
)
⑤
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
…

永
友
(
6
5
9
2
.
7
7
1
9
)
⑥
万
願

荘
地
区
セ
ン
タ
ー
…
三
村

(6581.

4
6
4
1
)

▽
費
用

1
1
2
千
500
円

（
材
料
費
）
▽
持
ち
物
＂
花
ば
さ
み
、

花
器
、
剣
山
▽
申
込
み

1112
月
20
日

ま
で
に
希
望
会
場
の
担
当
者
へ

＊
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

▽
日
時
1
1
1
月
9
日
か
ら
土
曜
日
午

後
6
時
＼
7
時
30
分
（
全
10
回
）
▽

会
場
1
1勤
労
•
青
年
会
館
▽
内
容
I
I

ワ
ル
ツ
、
プ
ル
ー
ス
、
ジ
ル
バ
※
プ

ロ
が
指
導
。
12
月
19
日
午
後
6
時
＼

9
時
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
▽

費
用

1
1
6
千
円
▽
問
合
せ
先
11
ワ
ル

ツ
会
（
吉
村
6
5
8
3
.
8
3
1
4
)

＊
障
害
者
支
接
団
体
「
あ
い
あ
む
」

か
ら

▼l

つ
き
つ
き
手
芸
教
室
▽
日
時
1112

月
17
日
午
前
10
時
S
正
午
▽
会
場
11

女
性
セ
ン
タ
ー
▽
内
容

11
布
花
で
寒

ツ
バ
キ
▽
費
用

1
1
1
千
500
円
（
材
料

費
、
講
習
費
）

竺
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

卜
▽
日
時
1112
月
23
日
午
前
10
時
S

午
後
2
時
※
雨
天
実
施
▽
会
場

11
ひ

の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
▽
費
用

11
売

り
上
げ
の

2
5
%
（
賛
同
支
援
金
）

以
上
▽
問
合
せ
先
11
あ
い
あ
む
2

号
店
(
6
0
6
0
.
6
5
7
.
2
9
5
2
)

＊
日
曜
フ
オ
ー
ラ
ム
「
親
業
を
失
格

し
な
い
た
め
に
」

2

▽
日
時
1112
月
20
日
午
前
10
時
ー
11

時
30
分
▽
会
場
11
八
王
子
い
ち
ょ
う

ホ
ー
ル
▽
費
用

1
1
1
千
円
（
飲
み
物

付
き
）
▽
問
合
せ
先
11
由
倫
理
研
究

所
（
林
6
5
8
5
.
7
8
4
7
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

了
年
忘
れ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
ー
▽
日

時
1112
月
28
日
S
3
0
日
午
後
1
時
S

5
時
▽
費
用

1
1
1
回
1
千
円
（
飲
み

物
•
お
菓
子
付
き
）
▼
中
高
年
初
心

者
水
泳
教
室
▽
日
時
1
1
1
月
14
日
S

3
月
1
1
8
の
木
曜
日
午
前
10
時
S
正

午
（
全
8
回
）
▽
会
場
11
コ
ニ
カ
健

保
プ
ラ
ザ
プ
ー
ル
▽
費
用
1
1
2
万
円

文
中
高
年
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス

キ
ー
大
泉
•
清
里
▽
日
程
1
1
1
月
3
0

日
S

2
月
1
日

(
2
泊
3
日
）
▽
場

所
1
1
大
泉
•
清
里
ス
キ
ー
場
▽
定
員

1150
人
▽
費
用

1
1
3
万
5
千
円
（
リ

フ
ト
・
昼
食
代
別
）
※
往
復
貸
し
切

り
バ
ス
了

99
年
度
幼
児
体
操
教
室
会

員
募
集
▽
対
象
・
ク
ラ
ス

1
1
1
歳
6

カ
月
児
…
ひ
よ
こ
（
火
曜
日
）

／
2

歳
児
・
・
・
り
ん
ご
（
月
曜
日
）
、
う
さ

ぎ
（
金
曜
日
）

／
3
歳
児
・
・
・
ひ
ま
わ

り
（
木
曜
日
）

／
4
歳
S

5
歳
児
…

わ
ん
ば
く
ク
ラ
ス
（
水
曜
日
）
※
時

間
、
費
用
は
間
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

11
同
セ
ン
タ
ー

▽
問
合
せ
先
11
同
セ

ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
エ
ポ
ッ
ク

（
社
交
ダ
ン
ス
）

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
S

9
時
に

五
小
大
ホ
ー
ル
で
▽
対
象
11
中
級
者

※
プ
ロ
が
指
導
▽
費
用

11
入
会
金
1

千
円
、
月
4
千
円
▽
問
合
せ
先
11馬

場
(
6
5
8
4
.
6
0
8
2
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ク
ラ
ブ

s
.
Q」

▽
毎
週
水
曜
日
に
中
央
公
民
館
（
初

・
中
級
者
。
男
性
歓
迎
）
、
金
曜
日

に
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
初
心
者
男

女
）
で
※
時
間
は
午
後
1
時
30
分
S

3
時
30
分
▽
費
用
11
入
会
金
1
千
円
、

月
2
千
円
▽
問
合
せ
先

11
荒
川

(
6

8
1
.
1
0
9
7
)
 

5
 

＊
ふ
で
の
会
（
書
道
）

▽
毎
月
第1
•

第
3

水
曜
日
午
前1
0

時
S
正
午
に
中
央
公
民
館
で
▽
対
象

11
初
心
者
※
見
学
歓
迎
▽
費
用
11
月

1
千
100
円
▽
問
合
せ
先

11
佐
野

(
6

5
8
7
.
4
8
8
4
)
 

.....来年はよろしく

＊
旭
が
丘
女
声
合
喝
団

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
2
時
S
4
時
30

分
に
勤
労
•
青
年
会
館
で
▽
費
用
1
1

月
4
千
円
※
個
人
発
声
あ
り
▽
問
合

せ
先

11
内
海

(
6
5
8
5
.
7
6
7
4
)

＊
男
声
合
唱
団
「
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル

シ
リ
ウ
ス
」

▽
月
2
回
上
曜
日
午
後
6
時
30
分
ー

9
時
に
五
小
音
楽
室
で
▽
費
用

1
1
6

カ
月
1
万
円
※
多
田
武
彦
作
品
な
ど

を
練
習
▽
問
合
せ
先

11
河
合

(6593

.
6
7
9
5
)
 

■f
J

存
じ
で
す
か
検
察
審
査
会

S
交

通
事
故
・
犯
罪
の
被
害
者
の
方
へ

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

④
企
業
な
ど
が
行
う
行
事
等
で
営
利

目
的
や
営
業
宣
伝
と
み
な
さ
れ
る
も

の
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
一
般
の
行
事
等
の
取
り
扱
い
は
、

次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

●
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
会
員
募
集

は
、
同
好
の
仲
間
を
募
る
た
め
の
も

の
と
し
ま
す
。
「
私
が
教
え
ま
す
」

式
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●
営
利
を
目
的
と
す
る
教
室
な
ど
を

開
い
て
い
る
個
人
・
団
体
の
講
演
会

や
作
品
展
な
ど
は
、
掲
載
で
き
ま
せ

ん。●
行
事
等
の
参
加
費
用
は
、

必
要
経

費
、
材
料
費
等
の
実
費
、
常
識
範
囲

の
会
費
（
茶
菓
子
代
等
）
を
超
え
な

い
も
の
と
し
ま
す
。

●
同

一
団
体
の
掲
載
は
、
原
則
と
し

て
3
カ
月
程
度
の
間
隔
を
あ
け
る
も

の
と
し
ま
す
。

●
営
利
目
的
と
み
な
さ
れ
る
バ
ザ
ー

や
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
な
ど
は
掲
載
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
に
も
基
準
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

kuo
み
ん
な

eメ
モ
幅

主
な
掲
載
基
準

c
 

．＇ p
 

①

「
み
ん
な
の
メ
モ
帳
」
は
、
広
報

手
段
を
持
た
な
い
市
民
、
団
体
・
サ

ー
ク
ル
等
（
主
に
市
内
在
住

・
在
勤

在
学
者
で
構
成
）
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

②
政
治
団
体
な
ど
が
行
う
行
事
・
会

員
募
集
（
以
下
「
行
事
等
」
）
や
政

治
活
動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等
は
、

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

③
宗
教
団
体
な
ど
が
行
う
行
事
等
や

宗
教
活
動
と
み
な
さ
れ
る
行
事
等

は

、

掲

載

で

き

ま

せ

ん

。

（

市

長

公

室

広

報

担

当

）

闘
〗
〗
[
<
〗

•
1
2
月

2
9日ー
1

月
3

日
を
除
く
ま
す

。

▽
会
場
11
同
園
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
セ
ン
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の
あ

タ
ー
▽
内
容

11
動
物
の
心
を
巧
み
に
る
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

捕
ら
え
、
描
い
た
作
品
を
展
示
▽
問
れ
た

11
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が

合
せ
先
11
多
摩
動
物
公
園

(6591
・
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
善

1
6
1
1
)

し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
検
察
審
査
会

（
東
京
地
方
裁
判
所
八
王
子
支
部
内

6
0
4
2
6
.
4
2
.
5
1
9
5
)
 

●
確
定
申
告
書
は
r
J

自
分
で
作
成
し

て
郵
送
捷
出
を

日
野
税
務
署
で
は
以
前
か
ら
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
ご
自
分
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。

確
定
申
告
時
期
は
税
務
署
が
た
い

へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
平
成
10
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い

て
も
、
ご
自
分
で
作
成
し
提
出
は
郵

送
で
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
作
成
方
法
な
ど
は
、

1

月
下
旬
の
三
税
共
同
説
明
会
で
行
う

予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
日
野
税
務
署
個
人
課

税
第
1
部
門

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)

■都
立
ハ
王
子
盲
学
校
・
平
成
11
年

度
生
徒
募
集

①
幼
稚
部

▽
対
象
1
1
3
歳
S

5
歳
で
視
覚
に
障

害
（
矯
正
視
力
0

.
3
未
満
、
視
野

等
の
視
機
能
異
常
が
あ
る
、
視
覚
低

下
が
将
来
予
測
さ
れ
る
）
が
あ
る
方

▽
入
学
相
談
日

1
1
1
月
28
日

②
高
等
部

▽
募
集
学
科
11
本
科
普
通
科
（
普
通

高
校
に
相
当
）
、
本
科

・
専
攻
科
の

保
健
理
養
科
（
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
指
圧
師
養
成
）
、
専
攻
科
理
養

科
（
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
蓑
成
）
▽

対
象
11
本
科
は
中
卒
、
専
攻
科
は
高

卒
以
上
で
視
覚
に
障
害
（
幼
稚
部
と

同
じ
）
が
あ
る
方
※
入
試
科
目
は
問

い
合
わ
せ
を
▽
入
学
相
談
日

1
1
2
月

2
日
・

3
日

以
上
▽
願
書
受
け
付
け
1
1
1
月
19

日
S
2
1
日
に
都
立
八
王
子
盲
学
校

（
八
王
子
市
台
町
3
の
19
の
2
2
6
0

4
2
6
.
2
3
.
3
2
7
8
)
で
※
入

学
願
書
は
配
付
中

■養
育
家
庭
制
度
に
こ
理
解
を

「
養
育
家
庭
」
と
は
、
保
護
者
の

事
情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い

子
供
た
ち
を
、
家
庭
に
迎
え
て
育
て

て
い
た
だ
く
制
度
。
必
ず
し
も
、
養

子
縁
組
を
目
的
に
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

登
録
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
至
誠
学
園
蓑

育
家
庭
セ
ン
タ
ー

(
6
5
2
4
.
2
6
0

2
)

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■自
動
車
事
故
被
害
者
の
方
に
、
育

成
資
金
と
介
護
料
の
接
助

①
交
通
遺
児
に
育
成
資
金

▽
対
象
11
保
護
者
が
自
動
車
事
故
で

死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
に
な

り
、
生
活
が
困
難
な
中
3
以
下
の
お

子
さ
ん
▽
貸
付
金
額

11
当
初
一
時
金

15
万
4
千
円
、
月
1
万
9
千
円
、
小

中
学
校
入
学
時
支
度
金
4
万
4
千
円

（
無
利
子
）
▽
返
還
方
法
11
中
学
卒

業
後
2
年
目
か
ら
20
年
以
内
の
均
等

払
い
※
高
校
・
大
学
等
の
在
学
期
間

は
返
済
猶
予
あ
り

R
重
度
の
後
遺
障
害
者
に
介
護
料

▽
対
象
11
自
動
車
事
故
で
脳
ま
た
は

脊
髄
に
損
傷
を
受
け
た
重
度
後
遺
障

害
者
▽
介
設
料
額
11
日
額
4
千
500
円

（
自
宅
療
養
者
は
2
千
250
円）

以
上
、
詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
東
京
主
管
支
所

(
6

0
3
.
3
2
6
4
.
3
9
2
1
)

へ
問

い
合
わ
せ
を
。

■東
京
ガ
ス
社
員
を
装
っ
た
窃
盗
．

詐
欺
事
件
に
r
J

注
意
を

東
京
ガ
ス
の
社
員
を
装
っ
て
「
ガ

ス
機
器
の
点
検
」
「
ガ
ス
料
金
の
集

金
」
な
ど
と
偽
り
、
お
年
寄
り
や
一

人
暮
ら
し
の
女
性
を
狙

っ
た
窃
盗
．

詐
欺
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

定
期
点
検
は
基
本
的
に
無
料
で
す
。

事
前
に
連
絡
な
く
訪
問
し
、
多
額
な

料
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
京
ガ
ス
の
社
員
は、

左
胸
に

東
京
ガ
ス
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
両
肩
に

青
と
赤
の
線
の
入
っ
た
制
服
を
着
用

し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
っ

た
時
は

社
員
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
東
京

ガ
ス
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

篇
合
せ
先
11
東
京
ガ
ス
園
多
摩
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
支
社

(
6
5
2
4
.
2
1
1

l
)
 

●
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

▽
日
時
11
侮
週
火
曜
日
午
後
1
時
S

4
時
、
金
曜
日
午
後
3
時
S

6
時
▽

会
場
11
司
法
書
士
会
館
（
新
宿
区
本

塩
町
9
の
3
)

▽
内
容
11
登
記
・
供

託
手
続
き
、
訴
訟
書
類
作
成
ほ
か
に

つ
い
て
※
毎
月
第
2
火
曜
・
第
4
金

曜
日
は
高
齢
者
・
障
害
者
の
法
律
相

談
、
第
2
金
曜
・
第
4
火
曜
日
は
ク

レ
ジ

ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
法
律
相
談
、

第
3
金
曜
日
は
少
額
訴
訟
手
続
き
に

関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
▽
間

合
せ
先
11
東
京
司
法
書
士
会

(
6
0
3

.
3
3
5
3
.
9
1
9
1
-

●
タ
イ
国
籍
の
方
へ

S
選
挙
権
の
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い

タ
イ
王
国
の
代
表
議
会
と
参
議
院

選
挙
の
選
挙
権
の
登
録
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
期
間

1112
月
21
日
＼

3
月
22
日

▽
場
所

11
タ
イ
王
国
大
使
館
（
束

京
）
、
タ
イ
王
国
総
領
事
館
（
大
阪
）

▽
問
合
せ
先

11
タ
イ
王
国
大
使
館

(
6
0
3
.
3
4
4
7
.
2
2
4
7
)
 

市
が
●
●
讐
暮
纂
し
ま
す

―
市
立
総
合
病
院
一
[
[
.
＂
且
[
[
バ
〗

①
正
職
員
（
助
産
婦
、
看
護
婦
・
士
）
総
合
病
院
(
〒

1
9
1
_
0
0
6
2
多
摩

▽
応
募
資
格
1
1
昭
和
4
5
年
4
月
2
日

平

6
の
1
の
1
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)

以
降
生
ま
れ
で
各
資
格
を
取
得
の
方
へ

▽
提
出
書
類
11
所
定
の
試
験
申
込
書

(12
月
16
日
か
ら
市
役
所
4
階
職
員

課
と
市
立
総
合
病
院
で
配
布
）
、
最

終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と
成
績
証
明

書
、
資
格
証
明
書
（
写
し
）
▽
試
験

日
時
1
1
1
月
12
日
午
前
9
時
か
ら
同

病
院
で

②
臨
時
職
員
（
看
護
婦
・
准
看
護
婦

・
理
学
療
法
士
）

▽
応
募
資
格
11
有
資
格
者
で
45
歳
く

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方
▽
提
出
書
類

11
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
、
資
格
証

明
証
（
写
し
）

以
上
▽
募
集
人
数

11
若
干
人
▽
応

募
方
法

11
①
は
12
月
16
日
S

1
月
8

鯉
康
課
臨
時
職
員

▽
勤
務
日
時
1
1
1
月
か
ら
月
曜
S
金

曜
日
の
内
1
H
3
時
間
（
お
お
む
ね

午
後
、
月
10
日
以
上
）
▽
勤
務
内
容

11
健
診
事
務
ほ
か
▽
募
集
人
数
11
若

干
人
▽
応
募
資
格
11
ワ
ー
プ
ロ
、
パ

ソ
コ
ン
が
で
き
る
35
歳
く
ら
い
ま
で

の
健
康
な
方
▽
賃
金

11
時
給

870
円

（
交
通
費
実
費
支
給
）
▽
面
接
日
時

1112
月
25
日
午
前
中
▽
応
募
方
法
11

12
月
18
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
健
康
課
（
日
野
本
町
1
の
6

の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
6581

.
4
1
1
1
)

へ
持
参

゜
ともに手をとり夢のあるまちに
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
大
量
の
ご
み
が
短
期

間
に
集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大

掃
除
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
収
集
日
当
日
、
朝
8
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
（
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
の
場
合
も
同
様
で
す
）

。
ル
ー
ル
違

反
の
ご
み
出
し
は
、
付
近
に
住
ん
で
い

る
方
々
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

や
め
ま
し
ょ
う
。

粗
大
r
J

み
に
は
シ
ー
ル

（
有
料
）
が
必
要
で
す

粗
大
ご
み
の
収
集
は
、
電
話
で

H
野

環
境
保
全
(
6
5
8
1
.
4
3
3
l
)
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
収
集

に
伺
う
日
、
必
要
な
粗
大
ご
み
シ
ー
ル

の
種
類
と
枚
数
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
取
扱

店
で
シ
ー
ル
を
買
っ
て
、
粗
大
ご
み
に

貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
は
申
し
込
み
が
集
中
す
る
た
め
、

収
集
ま
で
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
を
せ
ず
に
放

置
さ
れ
た
粗
大
ご
み
は
、
収
集
し
ま
せ

ん
。ス

プ
レ
ー
類
は
ガ
ス
抜
き
を
し
て

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
だ

け
で
も
、
不
燃
ご
み
の
破
砕
処
理
作
業

中
に
6
回
の
爆
発
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ス
プ
レ
ー
類
な
ど
の
容

器
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
た
め
で
、
大

変
危
険
で
す
。

ス
プ
レ
ー
類
な
ど
の
ガ
ス
人
り
容
器

は
中
身
を
十
分
に
使
い
き
り
、
火
の
気

の
な
い
風
通
し
の
よ
い
戸
外
で
穴
を
開

け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

不
要
に
な

っ
た
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
、
販
売
店
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

有
害
こ
み
は
回
収
容
器
へ

有
害
ご
み
（
乾
電
池
、
蛍
光
管
、
水

銀
体
温
計
）
は
、
有
害
ご
み
回
収
容
器

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
回
収
容
器

は
、
市
内
の
回
収
協
力
店
（
電
器
店
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
、
地
区
セ
ン

住
宅
に
困
っ
て
い
る
轟
齢
者

高
齢
者
住
宅
保
証
事
業
と

の

方

へ

高
齢
者
民
間
住
宅
あ
っ
せ
ん
事
業

住
宅
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
の
方
を

対
象
に
、

12
月
1
日
か
ら
新
た
に
二
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
人
で
悩

ま
ず
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
住
宅
保
証
事
業

市
内
で
の
引
っ
越
し
の
際
、
保
証
人

が
い
な
く
て
固
っ
て
い
る
高
齢
者
の
方

に
、
市
が
賃
貸
契
約
の
保
証
人
と
な
り

大
掃
除
は
お
早
め
に

ま
す
。

▽
対
象
11
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①

65
歳
以
上
で

一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
世

帯
全
員
が
60
歳
以
上
で
65
歳
以
上
の
方

が
1
人
以
上
い
る
②
市
内
に
1
年
以
上

住
ん
で
い
る
③
3
親
等
以
内
の
親
族
が

い
な
い

●
高
齢
者
民
間
賃
貸
住
宅

あ
っ
せ
ん
事
業

住
宅
の
取
り
壊
し
等
に
よ
り
住
ま
い

に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
の
方
や
、
と
て

も
劣
悪
な
住
宅
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者

の
方
に
、
市
内
の
民
間
の
賃
貸
住
宅
を

市
が
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▽
対
象
11
高
齢
者
住
宅
保
証
事
業
の
①

②
を
満
た
す
方

以
上
▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
福

祉
係

や
か
に
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う

a
句
末
年
始
の
こ
み
収
集

タ
ー
、
市
役
所
な
ど
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

資
源
物
は
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
、
缶
、

び
ん
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
古
布
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

発
泡
ト
レ
ー
の

9
品
目
は
、
資
源
物
回

収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
の
回
収
日
は
、
浅
川
北
側
地
域
が

18
日
②
、
浅
川
南
側
地
域
が
25
日
②。

資
源
物
は
、
回
収

8
の
朝
6
時
か
ら
9

時
ま
で
の
間
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

ご
み
の
収
集
H
、
資
源
物
の
回
収
日

が

一
目
で
分
か
る
「
ク
リ
ー
ン
・
リ
サ

イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」

(
1
9
9
9
年

版
）
を
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓
口
、

七
生
支
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

び
ん
回
収
容
器

に
は
、
び
ん
だ
け
を

不
燃
ご
み
用
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
横

に
び
ん
の
回
収
容
器
が
あ
る
地
域
で
、

最
近
、
容
器
の
中
に
び
ん
以
外
の
も
の

が
人
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

び
ん
回
収
容
器
は
、
資
源
に
な
る
び

ん
を
回
収
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る

ー̀,＇、7
 

7

)
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一

一

8
 

5

1

 

n
5
9
 

出
C

公
知

生
興

衛
摩

野
多

日
三

は
は

北
南

以
以

渕
甜

問合せ先

日野環境保全(ff581-4331)
※早めに申し込みを。

日野衛生公社（云583-3347)

H
野
の
歴
史
と
民
俗
、
女
性

セ
ン
タ
ー
コ
ラ
ム
は
5
面
に
掲

日 程 12月

4
 
5
 
6
 
7
 

1月

8
 

9110111112113114115116 

言 1雪／

も
の
で
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
び

ん
以
外
の
も
の
は
出
さ
な
い
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
(
6
5
8
1
.
0
4
4

4
)
 

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
の
こ
利
用
を

今
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
3
期）、

国
民
健
康
保
険
税
（
第
5
期
）
の
納
期
で
す
。

富沢屋商店
升屋酒店
京王ストア豊田店
サンクス豊田多摩平店
ローソン多摩平店
（樹東屋

多摩平 1日野松恵寿商店
（樹丸文商店
洞小池商店
洵カワクボ
小西酒店
さえき酒店
サンクス多摩平七丁目店

日野台Iひらばやし

サンクス日野台店

町1（荀天野酒店栄

1
5
7
5
1
2
3
9
1
0
1
6
1
9
1
8
1
2
1
6
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

-
1
5
 

6
3
4
5
1
2
1
7
2
5
1
8
1
6
1
9
3
9
l
l
1
2
2
8
1
0
-

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

-
2
4
 

1
2
2
2
2
3
3
5
6
6
6
7
7
2
4
＿
 

平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
台
台

2

摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
摩
野
野
町

多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
日
日
栄

新 町 Iサンクス日野新町店 新町 3-l -23 

平

-
洵共立平山店 平山 2-41-3 

（株はたの 平山 5-21-1 
山1

京王ストア平山店 平山 6-1-9
セブンイレブン日野平山六丁目店平山 6-3-l 

西平叫荀峯屋（マイマート峯屋） 1西平山 1-1-3

大貫阿店 豊田3-28-26 
田 1（オレノジマートおおぬき）

江戸屋酒店 I豊田 3-37-21 

東豊田I浜野酒店 東豊田 3-5-4

旭が丘Iサニーショップあきやま 旭が丘2-10-7 
サンクス日野旭が丘店 旭が丘6-1-1 

洵吉垣商店 南平3-19-22 
（有）金井商店 南平5-3 -54 
洵奥秋酒店 南平5-17-15 

平 1丸新商店 南平5-32-36 
マツオカ酒店 南平7-17-42
洵飯田酒店 南平8-14-4 
セブンイレブン日野南平店南平9-36-24 

ローソン日野本町店 日野本町 1-7-7
サンクス日野本町店 日野本町 3-14-18 
（株）森屋商店 日野本町4-3-11
有）中島酒店 日野本町7-5-4

日野市役所内売店 神明 1-12-1 

明1
ローソン日野神明店 神明2-8 -15 
ローソン日野神明三丁目店神明3-6
（有）酒商手塚 神明4-23-3

大坂上 1山桝酒店 大坂上 l-6 -1 

南

日

本

神

野

町

日

上

洵岡田酒店

程久保lセブンイレブン多摩動物公園店
坂本屋酒店

セブンイレブン日野市仲井店

（有）石坂商店

野l石崎支店
（荀味好屋石崎商店

（ヤマザキデイリーストア）

田1オレンジマートさえき

程久保2-11-12 
程久保8-3-6
程久保8-17-2 

日野377-6 
日野769
日野1077
日野7773

上田656-8 

石

高

落

百

田 1洵北田屋商店

サンクス高幡不動店
有）扇屋商店

幡 1ローソン日野高幡店
京王ストア高幡店
洵滝瀬商店

沢1
崎 小西酒店

洵きむら商店

叫セブンイレブン庫員桜ケ丘店

洵ミカワ

草 I二葉屋

もりや酒店
（株）スーバーヤマザキ

石田62

高幡 2-12
高幡25-l 
高幡62-l 
高幡116-10
高幡328

三沢 2-52-2 
三沢 3-26-14 

落川1119-1 

百草84-l 
百草971-2 
百草団地281号棟

百草団地281号棟

東平山 1有）川瀬商店（三川屋酒店） 東平山 2-28-5 程久保 1（有大野屋 高幡台団地73号棟 新 井Iスリーエフ日野新井店

日野市クリーンセンター

新井87-1 
新井210-2


